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ベーコン 100g
プチトマト 適量
バター 適量
オリーブオイル 適量
塩こしょう 適量

卵 ５個
生クリーム 200cc
ピザ用チーズ 100g
バゲット ５cm
残り物の野菜 お好み

卵 ５個
生クリーム 200cc
ピザ用チーズ 100g
バゲット ５cm
残り物の野菜 お好み
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光
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たる み ゆう

男

女
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坂本　琉璃音

永森　結菜

垂見　柚

自慢の

朝 レシピ
　１日の始まりである朝食をしっかりと食べて、毎日
元気に過ごしましょう！
　このコーナーでは、町民の皆さんから募集した忙し
い朝でもパパッと簡単に作れる「自慢の朝ごはんレシ
ピ」を紹介します！

[作り方]

❶パイ皿にバターを塗る。

❷野菜とベーコンをオリーブオイルで炒め、塩こ
しょうで味をつける。

❸卵、生クリーム、ピザ用チーズ、焼いてちぎっ
たバゲットと❷を混ぜ、パイ皿に敷きつめる。

❹❸の上にプチトマトを飾り、お好みの加減まで
オーブンで焼いて、トッピングして完成。

[材料（4人前）]

モーニングキッシュ

一切れで栄養満点♪

レシピのポイン
ト

早起きが苦手なので、時間がかからないよ

うに、材料を全部入れて焼いてみました。

前の晩に焼いておけば、朝に温めるだけ

で食べられます。一切れで3大栄養素がバ

ランス良く摂れる一品です♪

●問　子育て健康課　☎84－0327

／レシピを紹介してくれたのは…／
短　歌ともしび短歌会 十二月詠俳　句開成俳句会 一月吟
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正
臣
　
選
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今月の１冊今月の１冊
町民センター図書室

命のものさし　
  動物の命・人間の命・わたしの命

今西乃子　著

　獣医師となった
清一の最初の仕事
は、食品衛生監視
員と狂犬病予防
員。動物の命を守
るどころか犬を捕

まえて殺すのが仕事だった。その後、食
肉衛生検査センターと畜検査員を経て
動物園へ異動。大学を卒業後11年、ま
ともに動物の治療をしたことなど一度
もなかった。動物園で様々な経験を積
み、動物と触れ合い感じる思い。捨てら
れる命、食べられる命、動物園に展示さ
れる命…命の価値とは何なのかを問う
感動のノンフィクション。

あ
し
が
り
郷
通
信

●問 

瀬
戸
屋
敷
　
☎
84‒

０
０
５
０

ミニ

（敬称略）

うぶごえ
12月16日から１月15日に届出のあった方で
希望された方のみ掲載しています。

自慢の朝ごはんレシピ/あしがり郷通信ミニ

表　彰表　彰
全国社会教育委員連合表彰
開成町社会教育委
員会議議長の田代
初江さん（下島）が、
多年にわたる、社会
教育委員活動に貢
献された功績で表
彰されました。
神奈川県警察本部長　神奈川県地域
交通安全活動推進委員協議会連絡協
議会会長　連名表彰
開成町交通指導隊
長の武藤さかえさ
ん（金井島）が、多年
にわたる、交通安全
の普及啓発に貢献
された功績で表彰
されました。

た　 しろ

む　とう

はつ　え

神奈川県選挙管理委員会表彰
開成町選挙管理委
員会元委員長の遠
藤正嘉さん（金井
島）が、多年にわた
る、選挙の適正な執
行や啓発に貢献さ
れた功績で表彰さ
れました。

えん 

スマホアプリで
広報かいせい配信中！

どう   まさ   よし

高須 裕美子 さん
たか  す ゆ こみ

宮
参
り
父
の
手
温
き
イ
ン
パ
ネ
ス 

有
賀
　
孝
子

焚
火
の
輪
仕
事
は
じ
め
の
植
木
職 

遠
藤
シ
ヅ
子

こ
じ
ん
ま
り
焚
火
に
屈
む
爺
と
婆 

遠
藤
マ
ツ
エ

除
夜
の
鐘
数
へ
半
ば
を
夢
の
中 

奥
津
ち
わ
き

火
を
焚
く
や
古
代
ロ
ー
マ
の
聖
火
継
ぐ 

柴
田
　
礼
子

ふ
ん
わ
り
と
野
の
風
入
れ
て
落
葉
焚 

下
澤
　
操
子

新
年
や
変
ら
ぬ
事
を
喜
び
に 

瀬
戸
　
悦
子

果
報
な
ど
無
縁
の
年
や
去
年
今
年 

高
部
　
久
子

雑
煮
餅
焼
き
つ
田
舎
の
話
な
ど 

野
田
　
美
千

町
中
の
氏
神
様
に
初
詣 

濱
本
　
主
雄

掛
け
軸
の
達
磨
の
睨
む
鏡
餅 

新
井
た
か
志

（
指
導
）

（
外
套
の
こ
と
）

咲
き
残
る
秋
明
菊
の
影
う
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
片
辺
に
し
る
き 

石
蕗
の
黄
は 

諸
星
　
末
子

　ご
高
齢
の
方
が
、
本
歌
の
よ
う
な
自
由
奔
放
に
長
生
き
を
し
、
楽
し
く
過
ご
そ

う
と
す
る
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
。
作
者
の
処
世
訓
を
披
露
し
た
短
歌
。

年
老
い
て
み
ん
な
の
世
話
に
な
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
あ
れ
や
こ
れ
や
と
長
生
き
を
す
る 

久
本
　
晶
則

四
十
代 

寺
で
修
行
し
戒
名
に

　
　
　
　
　
　
　「
瑞
光
慈
照
」を 

受
け
て
今
八
十
路 

石
井
は
ま
え

※

秋
明
菊（
秋
冥
菊
）＝
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草
。秋
、菊
に
似
た
紅
紫
色
ま
た
は
白
色
の
花
を
つ
け
る
。

石
蕗
＝
キ
ク
科
の
常
緑
多
年
草
。秋
か
ら
冬
に
黄
色
い
頭
花
を
つ
け
る
。葉
は
薬
用
，葉
柄
は
食
用
。

　隣
接
の
異
な
る
花
の
咲
き
具
合
を
銘
々
の
色
の
強
弱
で
描
き
な
が
ら
、
人
事

の
盛
衰
を
思
わ
せ
る
感
慨
深
い
短
歌
。倒
置
法
の
使
い
方
も
巧
み
で
あ
る
。

※

戒
名
＝
①
仏
式
で
、死
者
に
僧
侶
が
つ
け
る
名
前
。鬼
号
。↔

俗
名
。 

②〘
仏
〙受
戒
に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
る
仏
教
徒
と
し
て
の
名
前
。法
名
。〔
②
が
原
義
〕

　作
者
は
、四
十
代
の
時
に
、受
戒
に
よ
り
四
句
目
の
如
き
戒
名
を
与
え
ら
れ
た

と
い
う
。今
、八
十
代
で
あ
る
が
元
気
で
有
難
い
こ
と
と
感
謝
し
て
い
る
歌
。

つ
は
ぶ
き

き

か
た

や
　
そ
　
じ

へ

「
ハ
ッ
コ
」
の
由
来

　敷
地
内
の
カ
フ
ェ
や
直
売
所

に
付
け
ら
れ
た
「h

a
cco

（
ハ
ッ
コ
）
」
と
い
う
名
前
。

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
発

酵
」
を
、
食
事
や
体
験
を
通
じ

て
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　発
酵
は
、
瀬
戸
屋
敷
が
建
て

ら
れ
た
江
戸
時
代
よ
り
は
る
か

昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
食
品
保

存
技
術
で
す
。
自
然
の
力
を
借

り
て
お
い
し
さ
を
生
み
出
す
発

酵
と
い
う
伝
統
的
な
体
験
か
ら
、

昔
の
人
々
の
日
常
に
思
い
を
馳

せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
発
見

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。　ま

た
、「hacco

」
に
は
、
足

柄
地
域
の
「
楽
し
い
」「
面
白
い
」

が
詰
ま
っ
た
「
箱
」
と
い
う
意
味

も
あ
り
ま
す
。
地
域
内
外
の
ク

リ
エ
イ
タ
ー
や
事
業
者
、
地
元

の
皆
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
瀬
戸

屋
敷
か
ら
新
し
い
ト
レ
ン
ド
を
生

み
出
そ
う
と
い
う
気
概
の
現
れ
で

も
あ
り
ま
す
。
何
か
面
白
い
こ

と
が
や
り
た
い
、
そ
ん
な
人
は
お

気
軽
に
瀬
戸
屋
敷
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

（
瀬
戸
屋
敷
　川
口
）


